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171 モンゴル草原文明研究所の構想案
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１　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
新
時
代

経
済
人
類
学
者
の
ク
リ
ス
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
は
、
１
９
７
０
年
代
に
そ
の
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
文
化
経
済
学

や
経
済
人
類
学
に
お
け
る
「
適
応
」（adaptation

）
と
い
う
用
語
と
概
念
が
、
今
日
で
は
す
っ
か
り
色
あ
せ
、

そ
れ
に
似
て
非
な
る
「
持
続
可
能
な
」（sustainable

）
＝
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
と
い
う
言
葉
が
、
社
会
科
学
研

究
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
中
で
大
い
に
流
通
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
（Gregory 2005

）。

グ
レ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
と
、
こ
の
２
つ
の
用
語
は
単
な
る
言
葉
の
言
い
換
え
以
上
の
意
義
が
あ
る
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
適
応
と
い
う
言
葉
に
は
、「
生
物
学
的
適
応
」
と
「
文
化
的
適
応
」
と
い
う
２
つ
の
用
法

が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
あ
る
環
境
の
中
で
生
き
残
る
た
め
に
生
物
が
個
体
あ
る
い
は
集
団
（
群
集
）
の
組
織

を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
後
者
の
文
化
的
適
応
と
は
、
ひ
と
つ
の
文
化
シ
ス
テ
ム
が
時
間
を
超
え
て
存
続

す
る
た
め
に
発
展
さ
せ
て
い
る
社
会
の
諸
制
度
の
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
で
「
持
続
可
能
な
」
と
い
う
形
容
詞

を
名
詞
化
し
た
「
持
続
可
能
性
」（sustainability

）
に
も
ま
た
、
生
態
学
的
意
味
と
経
済
学
的
意
味
の
２
つ

の
用
法
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
意
味
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
微
妙
に
異
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
国

際
協
力
体
制
あ
る
い
は
国
内
外
の
政
策
誘
導
の
文
脈
で
第
３
番
目
の
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
言
っ
て
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学陽書房、2007年）、編著に『認知症ケアの創造』（雲
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修了。文学博士。日本モンゴル学会理事、日本モンゴ
ル協会会員。主な論著 :『サイチンガ研究―内モンゴ
ル現代文学の礎を築いた詩人・教育者・翻訳家』（論
創社、2018年）、『スウェーデン宣教師が写した失われ
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『聖書とモンゴル　翻訳文化論の新たな地平へ』（共編
著、教文館、2021）、『近代内モンゴルにおけるモンゴ
ル語出版物の歴史 : 出版社と知識人を中心に』（共著、
成文社、2021年）、等。2011年から毎年、モンゴル高
原で『モンゴル環境研修』と「遊牧文化フィールド
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